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留学生と田本入学生の持続的な関係構築を菌揺したスタディツアーの獄み
山田智久
要旨
学内の盟際交流の活性化及び留学生と日本入学生の持続的交流を自指し、協同学習を取り
入れたスタディツアーを企関した。第一回と第二回のスタデ、イツアーから鬼えてきたことは、
留学生と臼本入学生の交流が続くためには、「ある一定の期間を一緒に過ごすことJ、「ことば
だけに依存しない協陪作業が必要なことjなど、一定の要件を満たす事が重要であることが
分かつた。
{キー ワー ド} 国際交流、協関学習、震活哉変容
1. はじめに
昨今、タト冨や国際交流に興味を示さない日本入学生の内向き志向が問題となっている。確
かに、本学の状況を鑑みても、外国の提携校へ官学する日本入学生は、それほど多くはない
し、学内の国捺交流行事〈参加しても、関係がその場で、終わってしまう傾向にある (山田，
2011)。その理由を学生の費の変化と結論づけることは館単だが、我々朝議員にも現款を変え
ていく責任はある。
本稿の筆者は、上記の現;伏を打事長するために留学さ主と日本入学生の協向学習型スタディツ
アー (以下、 STとする)を企覇し丸 STは、留学生と日本人学生の櫛虫場面を増やし、異
文化体験の機会を増やすことで、持新品な交流へと繋げる試みである。本稿では、 STの概要
を紹介するとともに、第一回 ST(以下、 ST1とする)と第二回 ST(以下、 ST2とする)の
比較から得られた知見を提示し、どのような要件を満たすことにより、留学生と日本人学生
の交流が持続するのかについて検証する。
2. スタディツアー企麗のきっかけ
本学に在籍する留学生に日本人学生との交流について尋ねてみると、次のような不満が多
く出る。
市本語が下手だから、日本人と話すのが怖いJ
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「日本人学生と話したいが、きっかけがないJ
「日本人学生とイベントで知り合いになっても、イベントが終わると関係も終わるJ
「国の紹介などではなく、もっと深いことについて議論してみたい」
もちろん、全ての留学生が詞じ事を思っているわけではないであろうが、上記のような意
見は、非常に多く耳にする。では、日本入学生は、どう考えているのであろうヵ、彼らから
は、次のような意見を関心
ザト閣、外国人にあまり興味がないJ
i{可語で話していいのか分からなしV
「何を話して良いか分からないから、話しが続かないj
f留学生がどこにいるのかが分からなしリ
双方の意見を集約すると、「ことばの盤の柄旬、「鑓係構築のきっかけの欠如」、「関係を持
続する難しおの3点が浮かび上がる。ことばの器は、容易に職事できるが、関係が続かな
いという点は、興味深い。本学では、留学生センターを始め、様々な部局で国際交流イベン
トが開催されている。主催者侭iからすると、イベントを増やしていくことで、間際交流の機
会が増えて良いことだと前向きに捉えがちだが、留学生や呂本入学生は、必ずしもそうは感
じていないようである。語弊はあるが、一回限りのイベントでは、関係構築のきっかけを提
供することは出来ても、長く続く関係の土台を作る事は難しいのかもしれない。そのため、
本稿の筆者は、留学生と自本入学生とで共通課題に取り組む STを立案し、長く続く交流の
基礎を築くことを爵指した。
3. スタディツアーの露宴(第一国)
ST!土、留学生と日本人学生が、渡航地に関する文化、首語、生活様式、伝統などについて
トヒ。ックを設定し、調査を行ってから旅行へと繋げるプロジェクトである。
3-1. ~選龍韓議
STlは、 2010年 1丹に参加学生の募集を経て、 12月から翌年2月まで勉強会を開催し、
翌年2月22Sから24日に旅行を実擁した。
?
?
3-2.譲畿地
渡航地l士、本学に在籍する留学生がもっとも訪れたい境所として挙げるお毎道の札幌、 ;J、
樽とした。 STコーデ、ィネーターで、ある本稿の筆者が、北海道出身であるため、相街道に関す
る知識、 f調設の享受が可能という点も考蔵した。
動機付けの維持も視野に入れた。参加学生辻、必ず~Ij毎道へ行けるとしづ明確な保障があ
るため、勉強会の課題で負荷がかかっても、乗り越えることが出来ると予想した。見学先は、
2 ~I治告 3 Sで見学が王可奇能な
街、ウインタースポーツミュージアム、大倉山展望台、カノレピーポテトチップス工場とした。
3-3.参加学生とめv…ブ鐘成
STでは、日本入学生1名と留学生4名で一つのグ、ループを編成した。当初、日本人学生の
参加人数を増やしてはどうかという意見もあったが、あえて 1名にした。その理由は、グル
ープに実jする資{壬が分散しないようにしたためである。協同学習型の授業を担当していると、
隠本入学生同士が遠慮、して、作業がなかなカ漣まない場面に遭遇する。 STにおいても、留学
生からの質問や教員からの指示に対して、遠盤、し合い、本音の交流が実現できない可能性が
あると判断したため、日本入学生 l名で、グループの留学生に対するケア、プロジェクト進行
を行ってもらうこととした。
日本人学生l名に対し、留学生を何名にするかは、パークレイ (2005:34)のグ、ルー プ糖成
の考え方を参考にした。彼女の説明によると、適切なグ、ループ学習のサイズは、 5名である
という。 4名のグループでは、 2名と2名になってしまい、 3名のグループでは、 2名がベア
になり、 1名が余ってしまうからだという。 6名でも、参加者の体験密度は低くはなるが、う
まくいくと彼女は述べているが、訂では、日本入学生l名で、グノレー フ。の留学生と接するため、
留学生4名が妥当と考えた。
コーディネーターが、勉強会で綿密に対応できるのは、 5グノレー フ。と判断し、参加学生は、
日本人学生5名、留学生20名とし、学内で応募を募った。その結果、応募者は、日本入学生
10名、留学生92名となり、その中から、性別、国籍、学部、購性、学年、日本語レベノレを
勘案し25名の参加者を決定した。なお院本入学生には面接も行い選考した。参加者の内訳は、
表 lの通りである。
? ?
?
[表1:参加学生内訳〕
男女比 現性9名、女性16名
盟籍・地域 日本5名、中思7名、韓国3名、スリランカ3名、ベトナム3名、台湾
2名、タイ 1名、インドネシア1名
学部(研究科) 経済学部7名、文化教欝学部7名、理工学部5名、農学部5名、震学部
l名
長分 正規学部生10名、研究生2名、大明寄生7名、交換留学生6名
日本語レベル 初級lO名、中級8名、上級7名、日本語ネイティブ5名
特に留意したのが、身分と日本語レベノレで、ある。本学で学ぶ理系大朝!完生と研究生の多く
は、英語で研究を進め、大判完生、確究生同士で行動をすることが多いため、学内の日本入
学生や他学部の留学生との接点が少ない。 STでは、大判完生と研究生を櫛虫があまりなし、日
本入学生や留学生と繋げることに意識を払った。また、 lグノレープの留学生の日本語レベル
は、上級l名、中級1"'2名、初級2"'3名とし、グ、ルー プ内で、のB本語学習の教え合いも期
待した。
3-4.勉強会と課題
渡航前に、勉強会を実施した。勉強会は、 20lO年12月間自に2時間、 2011年1月21日
に2時間、 2011年2月18釘に発表会を兼ねた勉強会を3時間の、計3問実施した。これら3
自が参加義務のある勉強会で、それ以外は、各グ、ループで持間を設定して集まるように促し、
日程調整を日本人学生に任せた。
課題は、「自分たちの旅のしおりを作るJこととしたo ~11錨蓑に関連するトヒ。ックを自分た
ちで設定し、 5グノいープの発表原稿を集めたものを一冊でしおりを作り、 j七海道旅行で活用
出来るようにした。
3-5.発表会
発表会は、2011年2jj 18日に行った。発表時間は、ーグループ日分以内とし、発表者は、
日本語初級・中級レベノレの留学生に眠るという決まりを設けた。これにより、発表者の日本
語学習を日本人学生と日本語上級レベルの学生が支援する流れを期待した。
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3-6. コ…ヂィネ…ターの投言語
本稿の筆者が、 STの企覇、勉強会のコーディネ…ト、旅行の引率を行った。その際に、留
したことは、コーディネーターが指示しすぎないことである。杉江地 (2∞4:40)もま樹脅し
ているが、線車が学生に指示を出しすぎると、学生が教師の顔色をうかがうようになり、自
発的に考えることができなくなる。そのため、本プロジェクトにおけるコーデ、ィネーターの
主たる役割は、旅行業者との交渉、事務職員との連絡、勉強会でのアド、パイス、日本人学生
からの報告の記録とし、ファシリテータ一役に徴することとした。
3-7.経費
最大の懸念事項が旅行の経費で、あった。本学留学生センターでは、年に2回、留学生向け
の研修旅行を実施していたが、その一つを廃止し、 STの経費として計上することが出来た。
これにより学生の負強が格段に減り、学生の個人負組は、 l万円以下に抑えることが出来た。
4. 第一関スタディツアー実施報告
4-1.勉強会での親寝から
初回の勉強会の前に、日本人学生5名に集まってもらい、プロジェクトの概要説明及びグ
ノLー プの留学生メンバーを知らせた。グ、ループ構成は、Vygotsky(1978:86)の最近接の発達f頁
域説を参考にし、本稿の筆者が1)日本人学生が履修している第ニ外国語、 2)学部などの属
性、 3)参加者の性格などを考息して編成した。これにより、一人では解決できないことをグ
ノレープ単位で解決していき、その中で学びが起きることを期待した。
初回の勉強会では、自己紹介を済ませ、今後の予定について各グ、ループで、決めてもらった
が、すぐに終わるグノv-プと時間がかかっているグ、ノv-・プがあった。時間がかかったグノレー
プの一つは、グ、ループの中で、の共通言語を英語にするのか、日本語にするのかで混乱が生じ
ていた。このグループは、日本語初級レベノレの大判充生と研究生が入っているグループで、
この2名が英語で率先して話し、それに学部生の日本人学生が押し切られているようだった。
初回の勉強会にて、各グループのトヒ。ックが次のように決まった。
A)お毎道の特産品 B) ~儒道の冬の暮らし C) ~Q舗の食文化
D)柑寄道の方言 E)見学地の概要
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第二回の勉強会では、グ、ループご、との差異が明確に現われていた。きちんと千甥j分担をし
て分業で、作業を進めているグループが2つのみで、他のグループは、何をどう進めていいか
で悩んでいるようだった。順調に作業を進めている2つのグツレー プlこ、初臨の勉強会後に、
師をしたかを尋ねると、食事ヨミ・飲み会を開いたり、昼ご飯を一緒に食べたりと、少ない時
間でも集まる頻度を増やしていたようである。反面、作業がうまく進んでいないグループは、
初回勉強会後に公式な集まりを設定し、それまでに、各自で作業をしてこようとして、倍々
が負担を感じていたようである。
ヰー2.勉強金以外の観察から
特筆すべきは、勉強会以外でのコミュニケーションである。参加した日本人学生全員から、
勉強会以外での留学生とのミーティングについて梧談を受けた。要点をまとめると、次のよ
うになる。
-忙しいと言って集まってくれない。
闘メー ノレを送っても返事が来ない。
-次回まで、にやってきて欲しい作業をやってきてくれなし、
ST食酪当初は、どのグツレープも発表の準備で苦労をすると予概していたが、意外なことに、
集まるための調整で苦労をしている学生が多かった。ある日本人学生は、次のようなメーノレ
を筆者に送ってきた。
「来週の丹曜日の12時に学食で築まりましょう!とメールしても、そのメーjレ!こ
誰からも返事がないんです。そういうのが、議もっていき、なんかメンバ…を信
頼できなくなってきて。ooJ
このグループの留学生に、 fAくん(日本人学生)が、みんな(留学生)からメーノレ来なく
てさみしいって言っていたよJと尋ねてみたところ、 4名中、 3名が、 f集まる時間も場所も
分かったから、それで需題はないはず。jと答えた。このような小さなコミュニケーションの
行き違いが、やがて大きし嘩となり、交流が続かない要因となり得ることが見えてきた。
??
ヰ四3.接行での譲子から
旅行は、欠賭者もなく、 2泊3臼の日韓で無事に劫悦れた。印象的だったのが、コーデ、
ィネーターが指示したわけで、もないのに、現地で、はグループ単位で、動いていたことで、あった。
経験的なものでしかないが、留学生と沼本入学生を旅行に連れて行くと、最終的には需じ国
籍で集まってしまうことが多い。 STにおいては、勉強会と勉強会以外で、の櫛虫が多かったた
めか、グ、ル、一ープの結束が強まり、グループメンバーと旅行を楽しもうという意識が強くなっ
たのだと拾測できる。また、他のグパ/、ープのメンバーとの交流を深めようという自的で、パ
ス内で蕗替えをしていたのも記協に残っている。
自由行動の時間には、自分たちで作った旅のしおりをもとに、屈転寿司や居酒屋に行って
いたようである。中には、轄の5時に起きて、朝市を訪れていたグループもあった。自分た
ちが調べて作ったものが、実践に現地で役立つという温いは、成功したようである。
〔資料1:旅のしおり]
韓式もつ麗
寝室花まる・お活情報 廼転ずLeっ{f...・お結構報
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4-4.学生のレポー トから
ST終了後、日本人学生が次回参加する学生たちのためにレポートを残しておきたいと自主
的に申し出てくれたので、次の3点について書いてもらった。ここでは、手民地高の都合により、
3名のレポートを掲載する。レポートは、原文のままである。
1) ;11毎道STで、楽しかった点、圏難を感じた点
2) 通常の国際交流と1口鶴蓑STの違いは何か
3) その鋭、自由コメント
学生A(日本:男性)
1)北海道STで楽しかった点、菌難を惑じた点
北海道STを通して、楽しかったこと・密難であったことは、多くある。その中でも特記す
べきは、北海道ST訴の調べ学習だ。これが簡単ではなかったことは間違いない、やはり欝
学生もそれぞれの勉強、バイトがあるし、自分も思iキャンパスだったということから全員で
集まれるBを諒整するというのが難しかった。この臼程調瞳iま日本人学生に委ねられ、他の
グループも苦労していたようだ。ある器産、強引にこのBIこ絶対来てねと決める必要もあっ
た。そして、パワーポイントを作るという作業では、各詣カf作ってきて、ミーティングでそ
れを見せ合うというやり方をしようとしても、パワ…ポイントができませんでしたと蔵前iこ
メールがくることも。これは日本入学生でもあることで、留学生でも僕らと間じ大学生だな
と思う部分でもあった。しかし、最強に留学生たちだけが、前に立ちプレゼンしているとき
は、子供の学益金に来た親のように緊張したが、なれない日本語を使って懸命に説明し、し
かも笑いまで取る欝学生に驚かされたし、成功したときは純粋にうれしかった。事前課題で、
自分が今でもBi.省しているのは、パワーポイントを作るE認韓!こて、留学生のアイデアを引き
出せなかったことだ。他のグループの発表を晃て、実にユニークだと患った。調べ学習の最
初の話し合いのときに自分の中で、最後の出来上がりのイメージが出てきて、どうしてもそ
こに落とし込もうとしてしまった。日本人よりクリヱイティピーに富む留学生の力を生かせ
なかったことは、本当に残念である。そしたら、もっと彼らにとっても楽しい時間を作れた
のではと思うので、すごく大きなことを学んだ。今後の留学生との交流だけではなく、学生
団体等で活動するにて、Bi.省を生かしていきたい。北海道STは事前諜題があるからこそ、
より難しく、楽しくなり、やりがいあるものになったと患う。
-8 -
2)通常の閤瞭交流と北海道STの遼いは鰐か
上でも述べたように、事前課題の存率は大きい。それに加えて、 3盟関護金共にするという
ことも普通の国際交流とは遣う。やはり、人との関係との深さは共に過ごす時間!こ比例する
と思う。朝昼晩一緒!こいると、その人がどんな人か分かつてくるし、いろんな話をする時間
がある。これは大学生のあらゆるイベントでも同じだ。合宿静式で行った時の方が、時期の
濃さが違う気がする。だから年!こ{母国かでもこのように、議泊りも一繕!こする機会を設ける
と、その時に非常に親しくなれるので、その後の親交も続くはずだ。
3器開という濃い時簡を過ごすこと!こ加えて、準備の段蕗から始まる一連のm:t.tLで、お瓦
いの良いところでなく、良くないところも箆えてくる。パワーポイントを忘れていつも、笑
顔でごまかそうとする子や(しかし、そのスマイル負けてします岳分がいるが..珊)、誌験
前だからといってこれから 1ヶ月法会えませんとか奮う子や(そしたら発表康前まで何もで
きないことになっちゃうよと思いつつ、真菌自な人だなと感心する部分も)。そして、何より
も自分のダメなところをサポートしてもらったことだ。自分はよく遅刻するので、毎回オン
タイムの欝学生が、{患の留学生をまとめていてくれた。北海道に行ったときも、夜は北海道
の友達と飲み!こ行って、捕るのが遅いときがあったが、ホテルの部墜の鍵を開けて待ってい
てくれるなど、畠分が稔惑をかけることが多かったのではと息う。それでも、今でも「マッ
チャンjと言って親しんでくれる彼らに惑謝である。
3)その他、自由コメント
この振り返りを蓄いていて、留学生との交流とは鍛の大学生と交流することと変わらない部
分があるなと思う。彼らも佐賀大学に学び、充実した時簡を過ごすために来ている。ただ、
彼らの出量がアジア諸国というだけである。そのために、彼らは苦労していることもあるか
ら、その話を鶴くと、自分へのモチベーションにもなる。また、普還の日本人の大学生では、
f島壊ではまだ汽車が患っているjなど出身地の詰をしてもあまり実りのある話に誌なりに
くいが、留学生の彼らから宗教の話や、母閤での学校生活の話などを開くと、他の留のこと
を生でしることになるので勉強になる。そして、 f毘本についてどう患うjという会話i立、日
本人として非常に学ぶことが多い。毘本に留学してくるまでなので、日本が好きなのは分か
るが、彼らが客観的に感じる日本のすばらしさを話してもらう、日本人としてうれしく患う。
だからこそ、今後も今の留学生たちのように、日本を長く思ってくれる留学生が絶えないよ
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う、より良い日本を作っていくためiこ島分もできることをしたいと思う。留学生と交流する
ことで、日本人としての自分ということも、より知れるのではとも感じる。
学生B(白本:女性)
1)北海道STで楽しかった点、罷難を感じた点
自分遣で譲まる闘を決め、自分遼のベ…スでブレゼ、ンの準錆を進めていけたことが良かっ
たと患う。グループ全員の都合を合わせて譲まることは鶴難でiまあったが、その分ミーティ
ングの日iま隈られた時間で築中して取り組むことが出来た。単にブレゼン作成に必死になる
のではなく、それぞれの自常生活や出身屈にまつわる謡、夢や間諜主主ど惰気ない会話を畠然
に交わせた時簡はとても楽しかったし、印象的である。筒よりお3まいのことを知って、{中を
深めるニとが出来たのではないかと患う。ただ、臼本語レベルも犠々である留学生を、日本
語でブレゼン発表!という最終話壌にどうやって導くか、また、ブレゼンを誌本語で作成す
る、ということに抵抗を感じている留学生のモチベーションをどうすれば上げることが出来
るのか、など最柊発表会までは色々と髄むこともあった。しかし、発表会当日の留学生の懇
命な姿勢にとても感離したし、改めてSTに参加できたことを光栄に患った。
北海道ST期間中i立、グループ関わず全員と接々な活動を還して沢!lJ会話が出来て農かった
と思う。特に1名さんのアイディアでもあるパスの蕗替えは、摺学生一人…人と話す良い機
会だったと思うし、お互いのことをより知ることができた。また、留学生も蕗替えを議にし
てくれていたようで、蕗替えをする強IJとしては楽しかった。
自分自身初めての北海道で、留学生と金く興じ境遇だったので、毘て触れて金して体験し
て、と吸収できるものが非常に大きかった。物の考え方特定え方、儲値議、テンションなど、
自本人と旅行や生活するだけでは決して気付くことが出来ないようなことを留学生から教わ
ったと思う。
2)適常の額際交流と北海遊STの議いは伺か
これまで学内で寵される隷々な閤麟交流の壊(各議パーティーなど)に参加させて頂いた
が、どうしても短時間での関わりになってしまうことが多く、その場隈り、または挨拶韓震
で経わってしまうということが多々あった。一方、北海溝STでは、協力して取り組みゃり遂
げる、そして護食共にする中でお亙いのことをより理解し信頼関保カ時議議されていくと思う。
また、調べて集めてきた構報告義際に現地に赴いて議器することで、日本(北海道)のこ
???
とを知ることが出来ると思うし、留学生富身も、留学中の思い出として残せるのではないか
と思う。
通常の交流では受け身劉で参加することが!まとんどであり、自らが主体となって散り組む
ことが少ない。それゆえ、比較的仲の良い、関じ盟籍の友人間土と溜まってしまいがちに思
える。
一方、北海道STでは、グループはそれぞれ出身国や年齢・学部など全く異なるメンバーで
構成される。そのため、自ら受け身の姿欝ではなく自主的に会話に参加し、グループワーク
を行っていかねばならない。はじめは密難なこともあるが、それを乗り越えて協力し合って
やり遂げることに意義があり、また、それがSTが絡わった後も関保を継続することができる
要菌だと患う。
おその他、題曲コメント
北海道STを終えて3力持が経過しましたが、 STに参加した留学生がよく「また北瀧道に
行きたいJr自分の閣に擦りたくないjなどと言っています。私もそんな留学生ぬ言葉を閤い
て、本当に嬉しく患います。
WIまくらの旅，...， i n 北海道，...，~の還り、一人一人がこの北海道 ST を遥してたくさんのこと
を学んで、それぞれの捺を作り上げることが出来たのではないかと患います。また、このツ
ア…!こ参加した日本人や留学生間わず rooさんは、このツアーを適して日本語が上手にな
ったねj と言っています。留学生間土もお互いに日本語の上達を認め合える関係がとても素
敵なことだなと思いました。
留学生もおそらく日本語でのプレゼン作成・発畿に不安を感じていたと患います。しかし、
韓一杯努力して作り上げてきたからこそ達成惑を得られたと思うし、私も欝学生の熱心さを
箆寵って行かなければならないと患いました。このような機会を与えて下さって本当にあり
がとうございました。
学生c(日本:女性)
1)北海道STで楽しかった点、臨難を感じた点
困難を感じた点i立、グループで築まろうとしてもメンバ…それぞれが研紫護やバイトでな
かなか予定が合わなかったことがまず挙げられる。グループでの話し合いに遅れて来たり、
患めiこ捕ったりと、金員が繍う時間自体l;t少なかったように患う。そのため調べ物やパワー
?
?
??
ポイント作りは分握して各自で準備することにしていたが、もう少し時間に余裕があれば全
員で集まって話し合う機会を増やし、内容をもっと充実させてまとまりのある発表をしたか
ったと思う。また、翠学生の臼本語能力の撃も持議を進める上でかなり戸惑った。私のグル
ープでは、まだ日本語で意見を交わし合えるレベルでない留学生が一人いて、私が今後の予
定について日本語で説明して他のメンバーは理解していても、その子だiナカち士からずにいて
最初はかなり関慈した。パワ…ポイントを作る持薬でも日本語が上手な子に頼りがちだった
ように毘えた。だが、本人も必死で日本語を理解しようとしていたし、自分が担当している
詰所は日本人に手伝ってもらいながらもキチンと調べてきていた。グループのメンバーも、
(単に英語がそんなに得意でiまないだけかもしれないが)言いたいことを審いてみたり、ジ
ェスチャーや(合ってるか分からなし吟英単語でその子に倍えていた。怖にも、中国人間土
で中国語で話していることもあったが、話し合いを重ねるごとにそのような場面も少なくな
っていた。最初はこのように戸惑うことも多々あったが、何回か築まるうちに雑談で盛り上
がるようになり集まる日がとても楽しみになった。そして、旅行中は夜の露出行動で遊びに
行ったり、パスの盛席を毎間変えるなどして自分のグループ以外のメンバーとも話すよう!こ
なり翰が広がると更に議しくなった。
2)通常の国際交流と北濡道STの濃いは向か
通常の国際交流と違い、 STは調べ学習から発表までの作業を一緒に行って、愛無い会話だ
けでなく真面目な話もする、という中島のある詩開を共有していることが大きな違いだと私
は怒う。やはり隠じものを見据えて共開作業をすると、 ~e離が縮まるように思える。そして
北港道ツアーが終わって3カ月が経った今も、組くではあるか潤探は続いている。顔合わせ
から北海道旅行を終えるまでも約3力足だったが、中身の濃い時間を共!こ過ごし、その思い
出を共有しているのでこれからも長く関保を続けていきたい。
3)その地、自由コメント
また、このSTでやっていて良かったと思うのは日本入学生同士の集まりである。 4年生や
底学部の学生もいたため全員で揃うのは難しかったが、臼本入学生向土で築まることで、ツ
アー中にしたいこと、こうすれば良くなるんじゃないかというアイディアを出すことが出来
たのだと思う。アイディアを出してくれるのが特定の人だけだとしても、題りがそれを実現
するためにサポートすることが出来れば上手くいくだろう。それだけでなく、自分たちの夕、
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Jレープ活動が患うように行かなくて髄んだ時に相談しやすいというのもある。自分一人で考
えても、どうすればいいのか分からなくてさらに議ち込むこともあるかもしれないので、先
生や学生問士でそういうことも話しやすい状況があるといいと思う。私の場合、 4年生の先
輩にしろ1つ下の医学部生にしろ海外経験が豊富でいいお手本が身近にいたのだが、その人
たちに比べて任制的!こ自分が力不足なのが分かっていたので、議後れしてしまって自分がグ
ループ活動で上手くいかないのも話しにくい部分もあった。次留は、どのようなメンバーか
よく分からないが、自分の不安を話せる人がいると気持ち的にだいぶ楽になると思う。とに
かく、留学生とも日本人学生ともしっかり話し合えればその分良いものが出来上がると思う
ので、私たちよりも襲!こ農いものを創り上げて楽しんでもらいたい。
5. 第ニ回スタディツア…の機饗
S12は、学内行事との兼ね合いから、 2011年7月 16'"'"'18日にかけて実施された。学生募
集は、 4月から行い、勉強会は、 5月から7月までの関に劾草した。参加希望学生が、多くな
ることが予想されたため、留学生には、「グループワークで私が貢献出来ることJという作文
を課した。この作文は、英語でも日本語でも可とした。その結果、応募者は、日本人学生13
名、留学生72名となった。 STlと同様に、性別、冨籍、学部、属性、学年、日本語レベノレを
勘案し、日本人学生には酪接も行い、計25名の参加者を決定した。参加学生の内訳は、表2
の通りである。
{表2:参加学生内訳〕
男会比 男性8名、女性17名
菌籍"地域 日本5名、中国 1名、韓国2名、パングラディシュ 1名、ベトナム3名、
台湾2名、アメリカ 1名
学部(研究科) 経済学部8名、文化教育学部1名、理工学部3名、農学部2名、震学部
1名、
身分 学部生7名、新究生2名、大学院生5名、交換器学生1名
日本語レベル 初級10名、中級7名、上級8名、日本語ネイティブ5名
渡航地、コーディネーターの役割、経費は、 STlから変更はない。 STlから大きく変更が
あった点は、勉強会の回数と他大学との連携である。
? ?? ?
ST1の参加学生から、グループ全員で集まれる時間がなかなかないという相談を多数受け
た。そのため、 S12では、集まる自時を事前に設定し、それらの日時に集まることが可能な
学生のみSTに応募できるようにした。設定した勉強会の回数は、全7屈で、各自の課題も
表3のように設定した。全員で集まる時間を事前に確保する事で、学生が課題遂行のみに専
念できる環境作りを目指した。
[表3:勉強会での諜趨}
5月25日(18:∞-19:30) オリエンテーション
6sl8悶(18: 00-19 : 30) トピック設定
6月羽田(18: 00-19 : 30) 調査1
6月22日(18:∞-19: 30) 誤査2
6 sl29日 (18: 00-19 : 30) 誤査のまとめ
7sl6日(18: 00-19 : 30) 発表
7 sl13日(18:∞-19:30) 旅のしおり作成
ST1の課題調査の際に、羽鶴葦に住んでいる入に直接震間をして、発表資料を作りたいと
いう要望があった。その時は、本稿の筆者が過去に教えた日本人学生にお願いをし、対応し
てもらった。この~l1鶴萱の学生とのやり取りがグ、ループワークをより充実したものにしてく
れたので、 S12では、 i摘道大学の顕際交流サークノレSACLAに正式に協力依頼をし、オン
ライン上で、調査を手伝ってもらった。また、 SACLAの好意で北海道大学キャンパスツアー
およびジンギスカンパーティーも企画してもらえることとなった。~l1揺華大学での駒主時間
を多く取ったため、見学先は、サッポロどーノレ工場、 i臨道大朝霧内、小樽市街、大倉山展
望所、羊ケ丘展望台と変更した。
6. スタディツアー実施報告(第二回)
6-1.勉強会での譲繋から
ST1では、コーディネ…ターがグソL…プ編成を決めたが、邸玄では、学生に自分のグルー
プのメンノ〈…を選ばせた。これにより、グループへの責任感が増すと考えたが、メンバーが
なかなか決まらずにかなりの時間を費やした。メンバーがすぐに決まらなかった理由は、日
本人間士の遠慮と、会ったことがない留学生を爵籍や学部、専門だけで港ぶことへの韓障が
?
?
?
?
あったようである。最終的こグトフ編成が決まり、初回の勉強会で顔合わせが行われた。
〔勉強会底資〕
STlのトピックを参考にし、初田勉強会でトヒ。ックと今後の予定を決めてもらった。すぐ
にトピックが決まったグツLー プは、メンバーの中に援に知り合いがいるグ、ループが多かった。
逆に、 トヒ。ックがなかなか決まらないグループは、全員が初めて会うグツレープで、打ち解け
て自分の考えを言在すのに時間がかかっていたようである。また、 STlとトヒ。ックが霊訪菱しな
いようにしようとしていたため、トピック設定に時間がかかっていたようでもある。各グル
プーのトヒ。ックは次の通りである。
A) it主観護の生活 個展装、建築、食べ物) B)北瓶護の動物
C) it1毎道のお土産 D) i悌道の方言 E)見学地の概要
ST2では、毎週勉強会が設定されていた。一週間に一回、必ずグループのメンバーと会え
るということは、リーダーである日本人学生のミーティング日程調整の負担を軽減したが、
同時に勉強会での学生の集中力がSTlより落ちていた。特に、全7自の勉強会のうち、 3，-._，ヰ
自慢の勉強会では、グループ。ワークに飽きてしまい違うことをし出す留学生が出てきていた。
本来なら、リーダーである日本入学生が、注意し、役割分担を割り振るべきなのだが、どのグ
ノレ…プのリーダーもなかなカキ九道諺正が出来ていなかったようである。この点に関して援り
返ってみると、学生の気の緩みが挙げられる。全部で7回も勉強会があるのだから、のんび
りやっても大丈夫という気の緩みが学生の関に生まれてしまったことは間違いない。 STlで
は、どれぐらい時間がかかるかを自分たちで予澱し、それにかかる最抵限のミーティング回
? ??
?
数を自分たちで調整して課題に取り組んでいた。しかし、 S12で、はコー デ、ィネー ター が、課
題を終えるのに必要な時間を計算し、事前に設定していた。これが、逆効果となり、 S12の
勉強会では、緊猿J誌が欠けてしまう結果を生んでしまった。
進展もあった。それは、相毎道大学の学生とのオンラインでの交流である。 5グルー フ。の
うち、 3グループが、実際に粗筋草大学の学生とメーノレのやり取りをし、課題に関する質問
に答えてもらっていた。これらのグループは、実際に~11街華大学を訪れた際に、 ~11鼠重大学
の学生ともすぐに打ち解けていずら
6-2.勉強会以外での譲察から
S12では、勉強会以外で集まっていたグループ。が少なかった。勉強会が毎週設定されてい
るため、勉強会の中で課題に取り組もうと考えているグループ。がほとんどで、あった。そのた
め、 STlに比べて、学生間の親密度は、勉強会の時点では、あまり深くなっていないように
見られた。
6-3.旅行での議子から
旅行は、欠館者もなく、 2泊3日の日韓で無事に実施された。勉強会では、よそよそしか
ったグループも、旅行中は、くやっと距離が近くなり、打ち解けていた。非日常が、距離を縮
めたのかもしれない。もっとも変化が見られたのが、 1討観賞大学の学生との交流である。半
日かけてキャンパスツアーとジンギスカンパーティ…を企画してくれたのだが、この準備作
業をj国嘩道大学の学生と本学の学生とで一緒に行っている内に、徐々に本学の学生同士も打
ち解けていた。
{北海溝大学Sftiωとの交芦品景}
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6-4.学生のレポートから
STlと同様に、sτ立の参加学生にも次の3点について振り返りレポートを書いてもらった。
ST1では、日本人学生のみで、あったが、 S12では、寝学生にも審いてもらった。車跡冨の都合
上、ここでは、日本人学生1名と留学生I名のレポートを掲載する。レポートは、原文のま
まである。
1)北梅道STで楽しかった点、閤難を感じた点
2)通常の国際交流と指輪蓑STの違いは何か
3)その他、自由コメント
学生A(日本:男性)
1)北海議STで楽しかった点、函難を感じた点
二日自の朝に早起きしてみんなで朝市に行ったことが深く印象に残っている。前日夜中!こ
怠謹翌朝行くことを決め、翌朝5時半起きで朝市に向かった。しかし誰一入札幌の町は詳し
くなく、地留を片手に道行く人に偶度も道を尋ねながら、普通なら30分以内でいけるところ
を1時間かけて迷いながらやっと到着した。そして美味しい海鮮持をあまり堪能する時間は
なくサッと食べて、帰路についた。捕りiま愈ぎに急いでずっと走りっぱなしだった。なぜこ
れが楽しかったかというと、みんなで一つの自的のために協力しながら、備えば今回なら fあ
っちだよ、 iPhoneで調べたらあっちらしいJrでも地図見る譲りそっちじゃなくてこっちだ
よJrえ一、まあ時間ないしとりあえずどっちか行ってみよう!J r じゃあどっちに行く ?J
などと意毘を言い合い、たまには「やっぱこっち違ったじゃん!もう持閤ないよ、阜く庚つ
でもう一つのほうに行こうjと少し怒られたり全てが楽しかった。全部が行き当たりばった
りですごくおもしろかったが、今自は集合時間にも聞に合ったからいいものの、少し関連え
てい仇ば地の入選に迷惑を掛けるところだった。やはり下競べはある程度しておく必要もあ
るし、どこを調べるか決めるためにも計置の大枠iま立てておくべきだと改めて感じた。
そして一番おもしろかったことは、実はパスでのうンダム席JI震で隣になった人と喋るとい
うことだ。もちろん仲のいい人と喋るのも楽しいが、藤ということもありよく知らない人と
一緒に交流を深めていくということがすごくおもしろかった。そして一対ーなので相手のこ
とを印象に残しやすい。
難しかった点は、告分の立場である。いくら大多数が知り合いとは蓄え、立場上はリーダ
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ーなのでやるべきことはきちんとやらないーといけない。私iまリーダーや荷かを仕明るといっ
たことはほとんど経験がなかったの守どうしていいヵ、分からず終始手探りでやっていたの
で、特にグループのメンバーには迷惑を掛けたと感じた。みんなの計盟や意見をまとめると
き、自分が鐙粟不断なのもあるがどこで折り合いをつけるべきかいつも分からなかった。
2) 違常の盟際交流と北海道STの遠いは偶か
私は、はじめ何のためにみんなで北海道について調べるのか疑問!こ患った。スタディツア
ーとはいえ、ほかに勉強するべき・調べるべ脅テーマがあるだろうど考えていた。撰擦に始
めてみて、三盟関の勉強会の時にこのスタディツアーの毘的を理解することができた。何を
調べるかが重要ではなく、それぞれ小グループのメンバーごとに投叡があり、静jえばその役
割ごとに情報を交換したりするその過程の中で交流することが重要だと気づいた。そのとき
このツアーの盟約を身をもって理解することができた。やはり自分たちで主体的!こ行動する
ことが…番重要だ。自分たちだけでやることでまず自分たちのものという感覚がで寄る。そ
して毘擦や望的をつくりやることにより今度は一体惑が生まれる。このようにただ旅行に持
って楽しむだけよりも潔い関係ができるからだろう。
3)その{也、自臨コメント
今思はどのグループもあまり元々決められていた勉強会以外で築まることもなかった。そ
の勉強会以外の時間で集まってやることにより、この関{系は北海滋のためだけではないと思
わせることができてプライベートな額保も作りやすくなると考える。だから次回はもっと勉
強会を減らすまた時間を短くしてもいいだろうと思う。蚤{底ラインさえ決めていればあとは
みんな必死でやると思うので、そうしたらもっと関係が作りやすいだろう。
学生B(中国:男性)
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7. 全体を適した援り還り
STl、S刀を通して、成功した点、改善点が見えてきた。ここでは、 STlと ST2の比較及
びよび学生レポートから、 1)グルー プ。活動、 2)コーディネーターの介入、 3)交流の期売性、
4)学生の変化の4点について振り返ってみたい。
7-1.グルー プ活動
STl、 ST2のどちらを過しても、日本人 1名に対し留学生4名というグループ構成は、良
い変化をもたらしたようである。 ST開始前の予想通り、日本人が一人で留学生4名と接する
? ?
?
? ?
?
ため、日本入学生の責任感が増していくことが観察された。また、日本人学生関士の繋がり
も強化されていった。自分のグ、ループで、うまくいっていないことを、他グ、ルーフ。の日本人学
生に相談することで、問題の共脊が自然と出来、結束が深まっていったようである。
グループ編成も一定の効果を発持した。同じ国籍、母語を持つものを問じグループに入れ
ないようにしたため、共通言語が自黙と日本語(まれに英語)になっていたようである。し
かしながら、グループ内でのB本語の教え合いは、あまり見られなかった。一つのグループ
に日本語初級、中級、上扱レベノレの留学生を配寵することで、上級者が中級、初級者への日
本語支援を行うであろうと筆者は予想していたが、結果は、その逆で、上級レベルの学生が
自分より日本語レベノレが下の学生に日本語の支援を行う場面は、あまり観察されなかった。
特に、初級レベノレの学生の発言が職事で、きないときは、上級レベノレの学生が、こういう意味
ですねとすぐに遮り、日本入学生や他の留学生に伝えていたのが印象的で、あった。日本人学
生は、初級レベノレの学生に対しても非常に親切であるが、上級レベルの留学生は、初級レベ
ノレから学習を始め、上級レベノレに達しているため、初級レベノレの学生に対して、散しい対応
をするのかもしれなし、
興味深いことに、グループ活動の後半で、は、上級レベルの学生が、初級レベルの学生の日
本語を支援する場面に出くわすことが多くなった。但し、これは、初級レベノレの学生が、社
会調査や発表資料作成で、グノレープに貢献をして、柄主を認知された後にのみ、観察された。
通常の冨際交流イベントでは、日本語が出来るかどうかが、ひとつの髄値基準になることが
多い。しかし、 8Tのような長期型の課題協子を詩的としたプロジェクトでは、日本語だけに
依存しない協同作業が多く存症するため、日本語が出来ない学生でも自分の岩場所、つまり
明確約鰭IJを見つけることが出来る。このことから、日本語レベルの異なる学生で協開学習
を行う際は、 8本語だけではない、{也のスキノレで貢献出来る機会を設けることが重要である
ことが分かった。
7-2.コ…ディネーターの介入
8Tlと 812では、コーディネーターの介入の度合いが違う。 8Tlでは、学生達が自分たち
で、いろいろと決めるデザインで、あったのに対し、 sη では、コ…ヂィネーターが枠組みを
決めすぎた感がある。特に、勉強会の日時を決めたことは、大きな失敗で、あった。学生の負
祖を減らし、 8Tを上手く運営したいという気持ちから、コーディネーターは、グランドデザ
インをタイトにし、指示を与えすぎたのかもしれない。その結果、 812に参加した学生は、
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コーデ、ィネーターの指示を待つ傾向が強くなってしまった。この種のプロジェクトでは、時
開はかかっても、学生が自分たちで進む道を決めていくことで自律が育まれるので、最低限
の枠組みは、どこまでなのかを良く見越めたグランドデザインを行う必要がある。
7-3.交流の持続性
STの自的は、留学生と日本人学生の持続する関係の基礎を作ることにある。この話的は、
概ね達成できた。イ可をもって、関保が持続しているかは、議論の余地が残るが、少なくとも
既存の学内国際交流イベントよりは、格段に学生の関係が深いものになっている。 ST終了後
も、バーベキューをしようと集まったり、誤験勉強を一緒にしたり、グループのメンバーの
自宅に集まったりと、交流が日常生活に波及している。帰国してしまった留学生とは、
Facebook上でやり取りをし、 STlから2年が経った今で、も、当時の写真にコメントを付けた
りしているようである。
また、興劇薬いのは、大判完生が率先して集まろうと声をかけていることである。本来な
ら、研究で忙しいはずの大判完生が、 STで知り合った日本入学生、留学生との時間に高い価
鑑を置き、積織的に集まる機会を設けていることは意外であった。更に、大判完生が寝間の
留学生や研究室の仲間を連れてくるので、STを起点とし学内の交流が派生的に広がっている。
このような深い関係の萌芽は、前掲の学生レポートにもあるとおり、長期に渡って共通の
評主要に散り組んだからに間違いない。数時間の国際交流イベントでは、なかなか本音を探る
ことは難しく、知り合いにはなれでも、その閥系を持続させることは難しい。反面、 STのよ
うなプロジェクトでは、長期に渡り、異なる言語、文化的背景を持つ相手と課題に取り組む
ため、相手の良い面と理解しにくい面を天秤にかけながら、付き合い方をじっくりと模索で
きる。その言副知こ、 STlの参加学生の方が、交流が深くかっ長く続いている感がある。 STl
の参加学生は、自分たちで、集まる日時、役割分担を決めて、誤解を乗り越えながら、課題
をこなしていったことで、異文化へのアプローチのトレ…ニング?が自然と身についたからだ、
と予想、できる。
大変な課題の後に、メンバーとの楽しい時間があるという、濃淡がついた交流は、学生の
意識変化をもたらし、関系性にも影響を及ぼす。楽しいだけの交流から生まれる関係は、す
ぐに消えてしまう可能性を苧む。翻って、時間をかけて騒を共に乗り越えて構築された関係
は、持続する確率が高いと言えよう。
?
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7-4.学生の変化
学生の意識で、もっとも大きい変化が見られたのが、思本語が出来ない留学生の日本語に
対する意識である。当初は、英語を話していた留学生が、司本語上級レベノレの学生と罰本人
が宿本語で話すのを自にし、徐々に臼本語で話すようになっていった。もちろん、すぐには
話せるようにはならないので、電子辞書を片手に、周りに助けてもらいながらであるが、そ
の姿は、非常に印象的で、あった。伝えたいことがあるから、勉強するといった至撞明快な構
閣が学習意欲を高める。その証左として、上記の初級レベル学習者の多くが、留学生センタ
ーが開講している日本語クラスを履修した、している。今まで、は、必要のなかった島本語が、
伝えたし、相手が出てきたため、価値を持つようになったので、あろう。
日本人学生の変化を見てみると、 ST1、 S12に参加した全員が、留学生のタフさ口器銘を
受けていた。呉国で働きながら学ぶ留学生や明確な目標を持って留学してきている留学生を
目の当たりにし、自身の壁かれている環境を見つめ産したようである。
異文化に対する見方が変わったと答える日本入学生も多かっkoもっとも多かったのは、
中閣に対する見方が変わったというもので、あった。テレピやニュースで報道される、ある種、
倣慢な中間像が融解し、自分の経験髄から、好意的に中国人、中国という闘を捉えられるよ
うになった学生が増えた。中には、 Sすがきっかけで、中国に一年間関学を決め、現荘も中国
の大学で留学中の学生もし1る。
8. 今後の課題
今後の課題として、コーデ、ィネーターの介入度合いの考慮と提携大学との連携授業が挙げ
られる。
コーディネーターの介入に関しては、極力介入を控え、参加学生が官分たちで考えてフ。ロ
ジェクトをデザイン出来る大きい桝立みのみを提供できるようにした凡勉強会の日時設定
も、次回の STでは行わず、自分たちで集まり、決めてもらうことを考えている。大変では
あるが、その方が、持続する関係の萌芽が期待できることが分かったためで、あるo
また、見学地も、事前iこ大学側で設定するのではなく、学生自身で、見学地を決めてフィー
ノレドワークを行うタイプのSTも検討している。
S百では、お嘩道大学の学生が献身的に協力してくれた。この他大学との交流は、非常に
有意義なものとなったため、次回sτ でも計画している。ゆくゆくは、共通の課題について
オンラインで調査し、実際に現地で共同調査を行う形態の STとしたい。そのために、大学
? ???
同士の連樹受業も視野に入れていきたし、
9. 結び
ST は、留学生と日本入学生の交流のきっかけを提供し、持続する関係の土台を作る事を狙
いとして、企画された。 ST1と S12に参加した学生を見る限り、狙いは、概ね達成できてい
るが、この成功には、必然の要閣が柄生している。その要因を、本稿では、多種多様な農性
を持つグノトプ繍成による、長期間の協同プロジェクトを伊jとして、検証してきたが、留学
生と日本入学生の交流を支える要因は、他にもあるはずである。今後も、この種のプロジェ
クトに関わることがあるならば、留学生と民本入学生の交流を支える要因を検証していき、
教育の現場に還元していきたい。
世の中で懸念されている程、日本入学生は内向き志向ではない。 STを通じて、そのことを
f和惑できた。同じく、留学生と日本人学生の誌常での自然な交流が続くことも目の当たりに
している。我々、繍議員にとって重要なことは、学生が異質なもの、つまり異文化への附生
をつけるトレーニングをしっかりとしたグランドデザインのもとで行えるように支援するこ
とではないだろうか。 STがその一助になり、留学生と日本人学生の気取らない交流が続いて
いくことを切に顕う。
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